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(  ii  )
内需要も拡大しさらに景気を引っ張っていきました。1970年代になると高度経済成長
が落ち着き安定成長へと移行していきましたが石油危機が起こり省エネ・省資源が叫ば
れるようになり企業は減量経営を行う一方で積極的にマイクロエレクトロニクス技術の
導入を進め経営の合理化が始まりました。後の IT産業の発展にも繋がっていきます。
現在 IT技術は私たちの生活に欠かせないものとなっており普段使用している「スマホ」
や「タブレット」のアプリ，ビジネスではMS Officeやファイル共有サービスなど多く
の方が利用しています。事務や経理，自動車産業でも人工知能（AI）が導入されて生
きていますので今後もパーソナル，ビジネス問わず IT技術の利用はどんどん拡大して
いくものと思われます。
　歯科界においては国民の健康意識の向上に伴い，患者の視点を尊重した医療を推進し，
質が高く効率的な医療連携体制を構築するためには医療を担う人材の確保と質の向上が
挙げられています。高齢化に伴う疾病構造の変化や国民のニーズの多様化，患者の権利
をより尊重するための双方向のコミュニケーションの在り方など歯科医師個人が医療人
としての基本的な態度，知識，技能を十分に理解し，従来行われていた「疾病を治療し
て予防する」発想から「健康を保持・増進するためには何をすればいいか」という発想
に転換しています。健康長寿の秘訣として共通していることはよく食べてよく動くこと
です。よく食べるためには歯が重要であることは言うまでもありません。高齢化社会で
ある現在プライマリーヘルスケアの担い手として健康長寿を目指し生涯にわたるホーム
ドクターとしての在り方が求められる時代になってきています。
　今の平和な日本ではなかなか人生，命の大切さについて考えることは少ないと思いま
すが，これらのことを踏まえて戦争を経験したことのない世代のより多くの若者たちが
過去の歴史から学ぶべきことができれば日本はもっと力強く「令和」時代が繁栄してい
くのではないでしょうか。新しい時代の幕開けをしっかりと見守りながら歯科医師の育
成に携わっていきたいと思います。
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